
１　施設の概要

指定期間

２　収支の状況
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事 業 内 容

県民生活・男女共同参画課

22年度（予算）
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単位：千円
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21年度（決算）

こうち男女共同参画センター

１ 男女共同参画の推進に関する情報の収集及び提供
２ 男女共同参画の推進に関する調査研究
３ 男女共同参画の推進に対する県民の理解を深めるための広報及び啓発
４ 男女共同参画の推進に関する講演会、講習会、研修会等の開催
５ 男女共同参画を推進する人材の育成
６ 女性問題の解決その他男女共同参画の推進に向けた相談
７ 男女共同参画の推進に資する活動を行う団体等の相互交流の促進及び自主的
　活動への支援
８ その他センターの設置の目的を達成するために必要な業務
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管理運営費

別紙

指 定 管 理 者 名

施 設 所 在 地

(財)こうち男女共同参画社会づくり財団

高知市旭町三丁目１１５番地

公の施設の指定管理者における業務状況評価

所管課室

平成21年4月1日 ～ 平成24年3月31日

施 設 名

職 員 体 制 　常勤職員：　　　４人　　　　非常勤職員：　　　　６人　　　　　　　合計：　　　　１０人
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20年度（決算）

施 設 内 容

○ 面積、施設・設備名、定員、開館時間、休館日、主な料金など

館の概要　 敷地面積　２，２６７．８１㎡、建築面積　１，６１９．０８㎡、
　　　　　　　延床面積　４，９７４．０９㎡
　　　　　 　　鉄筋コンクリート造、南棟５階、北棟３階　(平成１０年１０月竣工）
入所機関　 高知県消費生活センター、母子家庭等就業・自立支援センター他
貸施設等　　創作実習室・大会議室・研修室（３室）・調理実習室・和室（２室）・視聴覚室・
　　　　　　　　レクリェーション室・コインロッカー
休館日　第2水曜日、国民の祝日及び年末年始
開館時間　土・日・月以外の日は午前９時～午後９時、土・日・月は午前９時～午後５時

37,096



21年度（実績） 22年度（目標）

３ 利用状況

20年度（実績）

①年間利用者数 (単位：人)

利用者アンケート等の実施状況（時期・方法・回答数・調査結果）

②利用者意見等の反映

目標は設定していない

・図書利用者からの図書購入希望調査
・運営委員会へ利用者や協力者、ＮＰＯスタッフを参画させ、館運営や事業への意
見反映

③その他特記事項

施設利用者アンケート
　時期・方法　　H21 5/14～5/31に、窓口で利用・予約時等にアンケート用紙を配布
　回答数　　74件（回答率７7．9％）
　良い評価　対応・接客100％、施設93.2％件、設備91.4％、総合評価93.0％など
　改善を求めるもの　設備7件、施設6件、駐車場5件、印刷室の利用3件、
　　　　　　　　　　　　利用時間２件、予約1件
講座・講演会アンケート
　方法　　講座・講演会の参加者にアンケート（10点評価での満足度も調査。41事
業）
　満足度　平均９．０点
　　　　（最高：　９．９点）
　　　　（最低：　６．４点）

○ その他

67,442 66,831



・企業や団体等へのより一層の働きかけを期
待する。
・働き盛りの男性（40～50代）に対する働きか
けに、企業等のノー残業デーの活用といった
工夫を期待する。

・研修の成果を日頃の業務に活かし、サービ
スの質を確保し、さらに向上させることを期待
する。
・初めて、ソーレを利用した方（男女共同参画
に対して、あまり知識のない方）を対象にアン
ケートを行い、率直な意見を求め、業務の改
善につなげてもらいたい。

・広報活動はコンビニでのチラシの配布などを
様々な方法で行われており、充実してきてい
る。
・ビタミンPlusなどの講座では、男女共同参画
社会に必ずしも関心が高くなく、これまでに
ソーレに足を運んだことのなかった新たな層を
引き付ける大きな成果を挙げている。

・アンケートをなお有効に活用し、利用者が継
続して利用してくれる工夫を期待する。
・全県展開するための地域ネットワークづくり
の促進や、事業を体系化し、戦略的に提供す
ることを期待する。

改善すべき課題

・企画の段階から他機関との連携を密に行うと
ともに、男女共同参画に直接関係するより多く
の事業の実施を期待する。

①設置目的の確実な実施
　に関する事項

⑤管理代行料に関する事項

４　平成２１年度業務評価

項　　　　　　　目

総合評価

評価できる取組等

②施設の平等利用の確保
　 に関する事項

④業務を安定して行う物的
　・人的能力に関する事項

③施設の有効利用と事業
　 の効果に関する事項

・職員の各種研修が計画に沿って、充実して
おこなわれており、その成果が利用者アンケー
トでの高い評価に見られる。

・設置目的に沿って、公益的な視点に立った
事業が行われている。
・利用者の利便性を第一に考えて、それに伴う
収入減をカバーする経費節減の努力が継続さ
れている。

・水曜日開館、開館時間の変更や、多くの研
修、重点地域を設定しての講座の実施など、
利用者拡大のための取り組みが行われた。
・事業後のアンケートで利用者の高い評価（10
点満点中9点以上）を平成18年度から継続して
獲得している。

Ａ：仕様書の内容や目標を上回る成果があり、優れた管理運営が行われたもの
Ｂ：おおむね仕様書の内容どおりの成果があり、適正な管理が行われたもの
Ｃ：仕様書の内容や目標を下回る項目があり、さらなる工夫・努力が必要なもの
Ｄ：管理運営が適切に行われたとは認められず、大いに改善を要するもの

【評価の目安】

・開館から10年以上の運営ノウハウと利用者とのネットワークを生かし、男女共同参画社会に
ついて研鑽を積んだ層と、ソーレを利用したことのない新たな層の双方のニーズを満足させる
事業が展開されている。
・広報活動において、新たに県内のコンビニにセミナーガイドを配布したり、男女共同参画に
興味がなくても、参加しやすい講座の実施など、ソーレを利用したことのない新たな層を取り
込むために効果的な活動が行われているが、今後も継続して、企画、実施してもらいたい。
・経費削減への努力が徹底されている。

・経費削減や助成金の獲得に加え、新たな収
入確保のための工夫や努力が見られた。

・剰余金の有効な活用方法について、よく検
討してもらいたい。
・利用料収入を増やす工夫が必要。

Ｂ


